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別紙２ 

 

ばく露測定における短時間ばく露限度の適用に関する文献等 
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第１ 関係文献のレビュー 

 

１ 米国安全衛生庁（OSHA）規則における短時間ばく露限度の適用 

(1)  OSHA規則 CFR 29.1910.1000 の Table Z-1 (Limits for Air Contaminants)にお

いては、物質別に限度値を列記し、このうち、”C”と記載があるものについては、労働

者のばく露がいかなるときもこの限度値を超えてはならない(shall at no time exceed 

the exposure limit)と規定されている。 

(2)  許容される天井値(acceptable ceiling concentrations)というものが TableZ-2 で一

部の物質について規定されている。ここでは、同表で規定されている許容最大ピーク

値（acceptable maximum peak）を超えない範囲内で、最大時間(maximum duration)

を超えない範囲内で、許容される天井値を超えてもよいことが規定されている。許容

される天井値は、８時間加重平均値の 2.5～４倍程度で、許容最大ピーク値は、許容

される天井値の２～３倍程度で設定されている。最大時間は、３時間毎に５分間以内

等が多い。ただし、これらの値の設定は 1970 年頃と古く、更新されていない。 

(3)  限度値を遵守しているかどうかの確認方法については、天井値(Ceiling)については、

連続測定(instantaneous monitoring)ができない場合は、15 分間の時間加重平均値と

して評価し、労働日のいかなるときも天井値を超えていないことを確認することを求

めている(1910.1000(a)(1))。 

 

２ 米国産業衛生専門家会議（ACGIH）における短時間ばく露限度の適用 

(1)  TLV の定義として、ACGIH(2018)は、「TLVs は、作業環境空気中の化学物質の濃

度に対応するもので、大多数の労働者が、その濃度に毎日繰り返しばく露されながら

働いても、その職業人生を通じて健康に悪影響を受けることがないと考えられる条件

を表すものである」としている。短時間ばく露限度(TLV-STEL)は、8 時間時間加重

平均濃度が８時間時間加重平均ばく露限度（TLV-TWA）以下であっても、1日の作業

のどの時間においても、超えてはならない 15 分間時間加重平均濃度として定義され

る。当該物質に急性毒性が認められる場合、TLV-TWA を補足するために設定される

ものであるが、TLV-STELのみが設定される物質もある。天井値（TLV-C ）は、いか

なる場合においても超えてはならない短時間ばく露濃度である。 

(2)  一方、通常の作業条件（１日８時間、１週 40 時間）と異なる条件で行われる作業

に TLVを適用するための数理モデルの目的について、ACGIH(2018)は、「毒性学の原

則に照らして、１日又は１週間のピークの身体負荷が通常の１日８時間、週５日のシ

フト作業で保証されているピークの身体負荷を超えない条件を明らかにすること」と

している。さらに、ACGIH(2018)は、数理モデルについて、「ばく露時間が短い場合

に非常に高いばく露（例：８時間シフト中のばく露時間が１時間で残りの時間はばく

露がゼロの場合における TLV-TWA の８倍のばく露濃度）を“許容可能”として正当化

するために使用されるべきではない」としている。 

(3)  ACGIH(2018)は、ピークばく露(peak exposure)について、TLV-STELがあるもの
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は、TLV-TWA を超え TLV-STEL を下回るばく露については、１回 15 分を超えず、

かつ１労働日につき１時間以上間隔をおいた４回を超えないようにすべきとしてい

る。TLV-STELが定められていない物質については、ごく短時間といえども TLV-TWA

の５倍を超えないという条件で、１回 15 分を超えず、かつ１労働日につき１時間以

上間隔をおいた４回を超えない限りにおいて、TLV-TWA の３倍を超える一時的な増

加(transient increase)が許されるとしている。 

(4)  ACGIH(2018)は、上記の考え方の根拠として、対数正規分布している場合、よく管

理されている工程においては、短時間ばく露値の幾何標準偏差は 2.0であり、全測定

値の５％が幾何平均値の 3.13倍を超えることに基づいているとしている(p.6)。 

(5)  なお、一般的な時間加重平均（TWA）の考え方は、同一作業場所において、ばく露

時間（測定時間）が異なる複数の測定値がある場合に、それらの平均値を求めるため

の方法であり、当然、ばく露時間の合計が８時間でない場合は、その分子を適切に変

更する必要があるものである（TWA = (t1C1+t2C2+t3C3)/(t1+t2+t3)）。 

 

３ 英国安全衛生庁（HSE）における８時間ばく露基準と短時間ばく露基準の適用の考え

方 

(1)  英国安全衛生庁（HSE）では、職場のばく露限度（WEL）として、長時間（８時間）

ばく露限度は、長期間にわたる累積のばく露による影響を管理するためのものであり、

短時間（通常 15 分間）ばく露限度については、短時間のばく露による影響を管理す

るためのものであるとしている（HSE(2020) P.28）。なお、天井値にあたる値は設定

されていない。 

(2)  HSE(2020)では、短時間ばく露基準が設定されていない物質についても、長時間ば

く露限度の３倍の値を短時間ピークばく露の管理のための指標として活用すべきで

あるとしている。また、15分未満の短時間の高いばく露であって、平均すると８時間

基準や 15 分基準を超えないようなばく露についても、健康障害を発生させるおそれ

があるため、リスクアセスメントでリスクがないことが明らかにならない限り、合理

的で可能な範囲の対策が必要であるとしている(p.28)。 

 

４ ドイツの短時間基準と８時間基準の関係 

(1)  ドイツ研究振興協会(DFG (2021))が勧告している職場の最大濃度（MAK）は、８時

間時間加重平均の濃度であり、一日８時間、週 40 時間において繰り返し長期間ばく

露しても、健康影響が知られていない最大の濃度であるとしている(p.9)。 

(2)  短時間ばく露の最大濃度については、DFG(2021)では、８時間時間加重平均の最大

濃度(MAK)に対する超過係数(excursion coefficient) として物質別に１～８までの値

が指定され、15分間の平均値がMAKに超過係数を乗じた値を上限として、作業シフ

ト（８時間）に４回まで、かつ、１時間以上のインターバルを開けることを求め、か

つ、８時間時間加重平均がMAKを超えないことを求めている(p.186)。なお、天井値

に当たる値は設定されていない。 
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第２ 考察 

 

１ 短時間ばく露限度の設定と適用 

(1)  OSHA規則の CFR 29.1910.1000 の Table Z-1では、天井値を定め、いかなるとき

もこの限度を超えてはならないと規定している。一方、CFR 29.1910.1000 の Table 

Z-2 では、許容天井値と許容最大ピーク値の二つの限度を規定し、許容最大ピーク値

を超えず、最大時間を超えない範囲内で、許容天井値を超えてもよいことが規定され

ている。天井値については、連続測定ができない場合は、15 分間の時間加重平均値

として評価することを求めている(1910.1000(a)(1))。 

(2)  ACGIH(2018)は、８時間ばく露限度について、「ばく露時間が短い場合に非常に高

いばく露（例：８時間シフト中のばく露時間が１時間で残りの時間はばく露がゼロの

場合における TLV-TWAの８倍のばく露濃度）を“許容可能”として正当化するために

使用されるべきではない」とし、ピークばく露について、TLV-STEL があるものは、

TLV-TWA を超え TLV-STEL を下回るばく露については、１回 15分を超えず、かつ

１労働日につき１時間以上間隔をおいた４回を超えないようにすべきとしている。

TLV-STELが定められていない物質については、TLV-TWAの５倍を超えないという

条件で、１回 15 分を超えず、かつ１労働日につき１時間以上間隔をおいた４回を超

えない限りにおいて、TLV-TWAの３倍を超える一時的な増加が許されるとしている。 

(3)  HSE(2020)では、短時間（通常 15 分間）ばく露限度については、短時間のばく露

による影響を管理するためのものであるとしており（P.28）、天井値にあたる値は設定

されていない。短時間ばく露基準が設定されていない物質についても、長時間ばく露

限度の３倍の値を短時間ピークばく露の管理のための指標として活用すべきである

としている。また、15分未満の短時間の高いばく露であって、平均すると限度を超え

ないようなばく露についても、合理的で可能な範囲の対策が必要であるとしている

(p.28)。 

(4)  ドイツ研究振興協会(DFG (2021))が勧告している職場の最大濃度（MAK）は、８時

間時間加重平均の濃度であり、短時間ばく露の最大濃度については、MAK に対する
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超過係数として物質別に１～８までの値が指定され、15 分間の平均値が MAK に超

過係数を乗じた値を上限として、作業シフト（８時間）に４回まで、かつ、１時間以

上のインターバルを空けることを求め、かつ、８時間時間加重平均がMAKを超えな

いことを求めている(p.186)。なお、天井値に当たる値は設定されていない。 

(5)  以上を踏まえ、短時間ばく露の濃度基準値については、各国の基準を踏まえ、作業

中のいかなる 15 分間時間平均値も超えてはならない濃度として設定されるべきであ

る。さらに、８時間平均の濃度基準値を超え、短時間の濃度基準値以下の濃度のばく

露については、各国の規準において抑制する必要性が強調されていることから、

ACGIH(2018)や DFG(2021)の基準を踏まえ、これらばく露については、１回あたり

15 分を超えず、８時間で４回までかつ１時間以上の間隔を空けるように努めるべき

である。 

(6)  短時間の濃度基準値が設定されていない物質についても、ACGIH(2018)が述べる

ように、毒性学の見地から、８時間シフト中のばく露時間が１時間で残りの時間はば

く露がゼロの場合に、８時間の濃度基準値の８倍のばく露濃度を許容することのない

ようにする必要がある。このため、HSE(2020)の基準を踏まえ、作業期間のいかなる

15 分間時間加重平均値が、８時間濃度基準値の３倍を超えることがないように努め

るべきである。 

(7)  天井値については、英国 HSE(202)、ドイツ DFG(2021)では設定されていない。天

井値を定める米国 OSHA規則や ACGIH(2018)においても、連続測定ができない場合

は、15 分間平均濃度で評価することが認められており(CFR 1910.1000(a)(1))、いか

なる瞬間も超えてはならないという天井値の趣旨どおりの適用は必ずしも行われて

いない。現時点における連続測定手法の技術的限界を踏まえると、英国、ドイツの基

準の例を踏まえ、天井値については設定しない方向で検討すべきである。 
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